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平成２６年重点事業概要一覧 

 

施策の方向 重点事業名 事業概要 

１－１ 創意と活力のある学校づくり事業 豊かな心を育てるために、教育活動全体

を通して道徳教育に取り組む学校づく

りを支援します。 

１－１ 学校図書館支援センター事業 学校図書館を支援するスタッフを学校

に派遣するとともに、学校図書館及び公

共図書館の図書資料を共有して利用す

る情報・物流ネットワークを運営し、学

校図書館機能の充実を図ります。 

１－２ 校内塾・まなびくらぶ事業 基礎的・基本的な内容を放課後及び長期

休業中等において補習を実施すること

により、学力の向上を図ります。 

１－３ 体力向上推進事業 児童生徒の体力向上を目指し、運動生活

を豊かにすることを基本とした体力つ

くりを推進し、市川市運動能力証を交付

して、体力向上への意欲を図ります。ま

た、児童・生徒がスポーツの楽しさや喜

びを味わい、活動欲求に応え、生涯にわ

たって充実したスポーツライフを実現

するために、トップアスリートとの交流

や地域の指導者の参画を求め、部活動や

部活動に準じるクラブの振興を図りま

す。 

１－４ コンピューター教育振興事業 インターネットの利用など、さまざまな

学習場面でＩＣＴ機器の利用が図れる

よう、啓発に努めます。 

１－４ 防災教育の日 東日本大震災の教訓を生かすため、３月

１１日を「防災教育の日」として制定し、

防災意識を高めるための教育を推進し

ます。 

１－５ 教育普及事業 郷土の歴史や民俗・文化に対する認識を

深めるため、考古歴史博物館などと連携

して、教職員向けの研修会を実施しま

す。 
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施策の方向 重点事業名 事業概要 

２－１ 家庭教育学級運営事業 保護者が「子育て」「親子のコミュニケ

ーション」をテーマとして１年間計画的

に学習し、家庭の役割とその重要性につ

いて学習する機会を提供します。 

２－２ 新しい学校に関わる研究 学校整備の見通しをふまえて、コミュニ

ティ・スクール（学校運営協議会制度）

や塩浜小中一貫校など、新しい公立学校

運営の仕組みを研究します。 

２－２ 校務情報化の推進 教育活動の質の改善を図り、教職員の子

どもと向き合う時間を確保するため、校

務支援システムの運用を進めます。 

 

２－３ コミュニティサポート事業 各小中特別支援学校において、家庭・学

校・地域の代表が集まる会議を開催し、

情報の共有を図るとともに、共通する課

題について話し合い、連携を深めます。

また、学校支援コーディネーターを委嘱

し、地域人材による学校支援活動を充実

していきます。 

２－４ 学校支援実践講座事業 いじめ問題をテーマとした社会人権講

座を行うとともに、受講者が地域支援者

となり、学校が行ういじめ未然防止の取

り組みを支援する環境を整備します。 

３－１ 幼稚園教諭の研修の実施 公私立幼稚園教諭が相互の特質をふま

え、共通理解・認識を深めるとともに、

幼児教育や保育の質の向上を図ります。

 

３－２ 特別支援教育体制整備事業 市川市の「特別支援教育推進計画」に基

づき、計画的に特別支援教育を推進しま

す。 

３－３ 生徒指導主任研修会 各学校の問題行動などに関する情報交

換や取り組みについての相互理解を図

ります。また、いじめ問題など今日的課

題についての研修を通して、未然に防止

する体制を整えます。 
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施策の方向 重点事業名 事業概要 

３－３ 耐震改修事業 公共施設の改修年次計画に基づき、校舎

や屋内運動場などの耐震補強改修工事

を行います。また、天井などの非構造部

材の調査改修を行い、落下防止対策を進

めます。 

３－４ 生涯学習推進体制整備事業 「第４次市川市生涯学習推進計画」の策

定を進めます。また、家庭・学校・地域

を支援する企業・ＮＰＯ・高等教育機関

などとの連携・協働により、さまざまな

分野で学んだ成果を地域で生かすこと

のできる機会と相談・情報提供の充実を

図ります。 

３－４ 博物館の活用の推進 地域にある文化財及び自然などを活用

した、体験学習や見学会などを実施しま

す。 

３－５ 教育委員会会議・広報活動の充実 教育行政の推進のために教育委員会会

議の充実と公開を進めます。また、さま

ざまなメディアを通して教育委員会の

取り組みを積極的に情報発信します。 

 

 


